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売
掛
運
賃
の
債
券
化
で
年
末
乗
り
切
る

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
営
危
機
説
は
関
係
者

の
間
で
は
昨
年
末
か
ら
囁
か
れ
て
い
た
。
一

時
は
「
社
員
給
与
の
遅
配
が
発
生
し
て
い
る

ら
し
い
」（
大
手
特
積
み
事
業
者
幹
部
）
と

い
う
噂
が
広
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
噂
は

事
実
に
反
し
て
い
た
よ
う
だ
。
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
労
働
組
合
の
益
田
利
幸
中

央
執
行
委
員
長
は
「
月
例
給
与
の
遅
配
は
全

く
な
か
っ
た
。
年
末
一
時
金
が
十
二
月
と
一

月
の
二
回
に
分
配
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
、
業

界
内
で
は
『
遅
配
が
発
生
し
て
い
る
』
と
間

違
っ
て
解
釈
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
説

明
す
る
。

三
月
一
日
、
三
重
定
期
貨
物
自
動
車
が
津

地
方
裁
判
所
伊
勢
支
部
に
自
己
破
産
を
申
し

立
て
た
。
負
債
総
額
は
約
七
五
億
円
だ
っ
た
。

同
社
は
一
九
二
九
年
創
業
の
老
舗
特
積
み
業

者
で
、
三
重
県
を
中
心
に
東
海
道
を
結
ぶ
定

期
幹
線
輸
送
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い

た
。
近
年
は
「
脱
・
特
積
み
」
を
宣
言
し
、

小
売
業
向
け
物
流
サ
ー
ビ
ス
な
ど
３
Ｐ
Ｌ
に

近
い
事
業
を
強
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
特

積
み
部
門
の
不
振
は
カ
バ
ー
し
き
れ
ず
、
つ

い
に
力
尽
き
た
。
既
存
の
業
務
は
同
じ
中
部

地
区
で
し
の
ぎ
を
削
っ
て
き
た
近
鉄
物
流
に

全
て
譲
渡
さ
れ
、「
三
重
定
期
」
の
名
は
市

場
か
ら
完
全
に
姿
を
消
す
。

そ
の
わ
ず
か
三
日
後
、
今
度
は
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
グ
ル
ー
プ
会
社
二
社

が
大
阪
地
裁
に
民
事
再
生
法
の
適
用
を
申
請

し
た
。
負
債
額
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ

レ
ス
が
一
四
〇
七
億
円
、
子
会
社
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
北
海
道
が
七
四
億
円
、

関
連
会
社
で
大
証
二
部
上
場
の
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
二
三
七
億
円
。

三
社
合
計
の
負
債
総
額
は
一
七
一
八
億
円
と

い
う
物
流
史
上
最
大
の
倒
産
劇
だ
っ
た
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
債
権
者

は
約
一
一
〇
〇
社
。
そ
の
大
半
が
幹
線
輸
送

や
配
達
を
担
当
し
て
き
た
下
請
け
の
中
小
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
だ
。
民
事
再
生
手
続
き
を
申

請
し
た
四
日
以
前
の
債
権
が
弁
済
禁
止
の
保

全
処
分
に
よ
っ
て
回
収
不
能
に
な
っ
た
た
め
、

翌
五
日
に
は
早
く
も
連
鎖
倒
産
に
追
い
込
ま

れ
た
事
業
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

同
社
は
か
つ
て
西
濃
運
輸
、
福
山
通
運
と

と
も
に
〝
路
線
御
三
家
〞
と
も
呼
ば
れ
、
戦

後
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
常
に
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
凋
落
を
目

の
当
た
り
に
し
、
業
界
関
係
者
は
か
つ
て
な

い
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ

ク
ス
プ
レ
ス
と
提
携
関
係
に
あ
り
、
大
橋
社

長
と
の
個
人
的
な
付
き
合
い
も
深
い
第
一
貨

物
の
武
藤
幸
規
社
長
は
「（
今
回
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
事
態
は
）
他
人
事
で
は
な
い
。
ダ

ン
ピ
ン
グ
競
争
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
第
三
、

第
四
の
倒
産
劇
が
必
ず
起
こ
る
」
と
危
機
感

を
募
ら
せ
て
い
る
。

ダ
ン
ピ
ン
グ
十
年
戦
争
の
結
末

老
舗
物
流
企
業
の
凋
落
が
始
ま
っ
た
。
三
月
一
日
、
中
部
地
区
を
基
盤
と
す
る
特
別

積
み
合
わ
せ
（
路
線
）
事
業
者
、
三
重
定
期
貨
物
自
動
車
が
自
己
破
産
に
追
い
込
ま
れ

た
。
そ
の
わ
ず
か
三
日
後
、
今
度
は
〝
路
線
御
三
家
〞
の
一
角
を
占
め
る
名
門
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
民
事
再
生
法
の
適
用
を
申
請
し
た
。
負
債
総
額
一
七
一
八

億
円
。
日
本
物
流
史
上
最
大
の
倒
産
劇
だ
っ
た
。
中
心
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ひ
と
つ
、
ま

た
ひ
と
つ
と
消
え
て
い
く
市
場
で
は
、
皮
肉
に
も
運
賃
値
上
げ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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●民事再生法申請の直前に不自然な株取引が見られた 
フットワークインターナショナルの株価と出来高の推移 
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当
時
、
ま
だ
三
〇
代
と
い
う
若
さ
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宅
配
便
「
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
や
産
地
直
送
便
「
う
ま
い
も
の
便
」、
さ

ら
に
は
国
際
宅
配
便
「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
便
」
の
事
業
化
に
成
功
。
ま

た
、
日
本
運
送
の
専
務
時
代
か
ら
同
社
の
経

営
刷
新
委
員
長
と
し
て
リ
ス
ト
ラ
を
断
行
す

る
な
ど
徐
々
に
頭
角
を
現
し
て
い
た
。
そ
ん

な
渡
氏
に
対
し
て
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
期
待

感
が
高
ま
り
、
世
代
交
代
も
ス
ム
ー
ズ
に
実

現
し
た
。

八
四
年
八
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
か
ら

自
ら
が
指
揮
官
と
な
っ
て
進
め
た
「
経
営
刷

新
計
画
」
は
順
調
に
推
移
。
不
採
算
路
線
の

見
直
し
の
ほ
か
、
希
望
退
職
者
制
度
の
導
入

な
ど
を
進
め
、
業
績
の
回
復
を
図
っ
た
。

ま
た
、
宅
配
事
業
で
は
「
打
倒
・
ヤ
マ
ト

運
輸
」
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。「
成
熟
期

に
入
っ
た
宅
配
便
市
場
で
ヤ
マ
ト
と
肩
を
並

べ
る
た
め
に
は
自
ら
荷
物
の
需
要
を
創
造
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
戦
略

で
、「
う
ま
い
も
の
便
」
事
業
を
一
層
強
化
。

八
六
年
に
は
米
国
通
販
業
者
と
提
携
し
て
日

本
で
の
独
占
販
売
権
を
獲
得
す
る
な
ど
〝
需

要
創
造
〞
に
努
め
た
。

当
時
の
様
子
を
知
る
、
あ
る
物
流
企
業
の

三
代
目
幹
部
は
「
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
荷
物

を
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
物
流
業
者
が
自
分

で
創
り
出
す
と
い
う
大
橋
社
長
の
発
想
は
画

期
的
だ
っ
た
。
物
流
業
界
の
次
代
の
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
の
は
こ
の
人
だ
と
誰
も
が
思
っ
て

い
た
は
ず
だ
」
と
振
り
返
る
。
実
際
、
フ
ッ

と
は
い
え
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
資
金
繰
り

が
昨
年
末
に
は
相
当
に
窮
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
だ
。
実
際
、
決
算
期
と
も
重
な
る
昨
年

十
二
月
末
の
支
払
い
時
点
で
、
同
社
の
経
営

危
機
が
表
面
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
見
る

向
き
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
同
社
は
そ
れ
を
乗
り
切
っ
た
。

「
荷
主
企
業
に
対
す
る
売
掛
金
を
債
券
化
し

て
金
融
機
関
か
ら
資
金
調
達
し
て
急
場
を
し

の
い
だ
」
と
、
同
社
の
経
営
事
情
に
詳
し
い

金
融
筋
は
解
説
す
る
。
聞
き
慣
れ
な
い
資
金

調
達
手
段
だ
が
、
要
す
る
に
荷
主
か
ら
支
払

わ
れ
る
予
定
の
運
賃
（
決
済
前
の
運
賃
）
を

担
保
に
資
金
を
借
り
入
れ
た
わ
け
だ
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
保
有
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル

な
ど
の
土
地
は
既
に
金
融
機
関
が
担
保
と
し

て
完
全
に
抑
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
橋
社

長
は
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
債
務
九
九
一

億
円
を
個
人
保
証
し
て
お
り
、
新
た
な
資
金

調
達
は
完
全
に
手
詰
ま
り
の
状
態
だ
っ
た
。

売
掛
運
賃
の
債
券
化
は
「
こ
れ
以
上
借
り
入

れ
る
手
立
て
の
な
い
物
流
企
業
が
と
る
最
後

の
手
段
」（
金
融
筋
）
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
一
度
目
の
危
機
は
か
ろ
う
じ

て
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
資
金
は
底

を
つ
き
、
二
度
目
の
危
機
が
や
っ
て
く
る
の

は
必
至
だ
っ
た
。
大
橋
社
長
は
三
月
の
年
度

末
に
再
び
資
金
繰
り
に
窮
す
る
の
を
見
越
し

て
、
年
明
け
の
一
月
、
二
月
と
業
界
大
手
や

外
資
な
ど
を
回
り
、
支
援
企
業
探
し
に
奔
走

し
た
。
が
、
有
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
は
結
局
、

現
れ
な
か
っ
た
。
金
融
機
関
へ
の
元
利
金
返

済
の
停
止
、
税
金
の
支
払
い
繰
り
延
べ
に
よ

っ
て
、
二
月
末
は
辛
う
じ
て
乗
り
越
え
た
が
、

そ
こ
ま
で
が
限
界
だ
っ
た
。

三
月
四
日
、
民
事
再
生
法
適
用
を
申
請
。

そ
の
四
日
後
の
八
日
に
神
戸
市
で
開
か
れ
た

債
権
者
説
明
会
で
、
大
橋
渡
社
長
は
「
金
融

機
関
や
同
業
者
な
ど
と
交
渉
を
続
け
て
き
た

が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

大
証
二
部
に
上
場
し
て
い
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
株
式
の
出
来
高
が

二
日
に
急
騰
す
る
な
ど
取
引
状
況
に
変
化
が

見
ら
れ
た
た
め
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
情
報
が
市

場
に
漏
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
弁
護
士
と
相

談
し
て
申
請
す
る
こ
と
を
決
め
た
」
と
民
事

再
生
手
続
き
開
始
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
た

（
右
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

日
本
運
送
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
足
跡

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
前
身
で

あ
る
日
本
運
送
は
創
業
者
の
故
・
大
橋
實
次

（
じ
つ
じ
）
氏
の
陣
頭
指
揮
の
下
、
一
九
五

一
年
に
関
東
と
関
西
の
二
大
消
費
地
を
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
で
直
結
す
る
日
本
初
の
定
期
路
線

運
行
を
開
始
し
た
。
以
来
、
高
度
経
済
成
長

の
波
に
乗
っ
て
、
名
古
屋
、
広
島
、
福
岡
と

主
要
都
市
を
カ
バ
ー
す
る
路
線
免
許
を
相
次

い
で
取
得
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
た
。

實
次
氏
は
企
業
間
物
流
、
今
で
い
う
Ｂ
to

Ｂ
物
流
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
と
い
え
る
。

西
濃
運
輸
の
創
業
者
、
故
・
田
口
利
八
氏
と

並
ぶ
〝
路
線
王
〞
と
し
て
、
長
ら
く
物
流
業

界
に
君
臨
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
団
体
で

あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
副
会
長
を
二

六
年
務
め
た
後
、
田
口
利
八
氏
の
後
継
と
し

て
一
九
八
二
年
に
は
会
長
に
就
任
。
米
寿
を

迎
え
る
ま
で
の
三
年
間
会
長
職
を
務
め
、
物

流
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

そ
の
實
次
氏
の
実
子
で
あ
る
渡
氏
は
七
〇

年
に
日
本
運
送
に
入
社
。
八
一
年
に
宅
配
便

と
産
地
直
送
便
を
販
売
す
る
商
社
と
し
て
全

日
本
流
通
を
設
立
し
、
初
代
社
長
に
就
任
し

た
。
そ
の
後
、
八
四
年
に
全
日
本
流
通
は
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
商
号
変
更
。
こ
の
年
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
長
に
就
任
す
る
と
同
時
に
、

日
本
運
送
社
長
の
椅
子
を
譲
り
受
け
た
。

1938

1941

東播運輸 
大橋實次氏が兵庫県加東郡で創業 

播州貨物自動車 
東播運輸を中心に加古川自動車運送、 
多可自動車運送、土山自動車運送、 
美襄自動車を合併 

1990 フットワークエクスプレス 

1950 日本運送 
1951 
神戸～東京間で直通長距離 
路線運行を開始 

1984 
大橋渡氏が社長就任 

1987 
創業者・實次氏が死去 

1981 全日本流通 
日本運送など運輸会社7社で設立 
社長は大橋渡氏 
宅配便「フットワーク」、産地直送便 
「うまいもの便」を事業化 
 

1984 フットワーク 
大橋渡氏は日本運送社長就任に伴い、 
会長に 
1986 
大証二部上場 

1990 フットワークインターナショナル 

商号変更 

商号変更 

商号変更 商号変更 

フットワークエクスプレス（日本運送）は路線御三家の称号にふさわしい発展を遂げてきた 

フットワークグループの歴史 
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ク
ス
プ
レ
ス
新
労
組
支
部
の
組
合
員
宅
に
切

断
さ
れ
た
鶏
の
首
な
ど
を
送
り
付
け
る
事
件

が
発
生
し
、
逮
捕
者
が
出
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
長
年
引
き
ず
っ
て
き
た
労
使
問

題
も
こ
こ
数
年
は
小
康
状
態
が
続
い
て
い
た
。

会
社
側
と
の
対
立
姿
勢
を
剥
き
だ
し
に
し
て

き
た
一
部
の
労
組
に
つ
い
て
も
、
一
本
化
の

方
向
で
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
往
時
の
イ
メ
ー
ジ

が
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
、
支
援
者
候
補
の
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

頼
み
の
金
融
機
関
の
対
応
も
冷
や
や
か
だ
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
収
益
力
を
考
え
る
と
、
一

般
債
権
の
九
〇
％
以
上
が
放
棄
さ
れ
な
け
れ

ば
、
再
建
計
画
は
前
に
進
ま
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
金
融
機
関
は
債
権
放
棄
に
対
し

て
現
状
で
は
、
首
を
縦
に
振
ろ
う
と
は
し
て

い
な
い
。
福
森
弁
護
士
も
「
金
融
機
関
が
簡

単
に
債
権
放
棄
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

民
事
再
生
法
の
適
用
を
申
請
し
た
と
は
い
え
、

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
」
と
認
め
る
。

前
述
し
た
通
り
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー

プ
三
社
の
負
債
総
額
は
一
七
一
八
億
円
、
債

権
者
は
約
一
一
〇
〇
社
に
上
る
。
そ
し
て
、

債
権
者
の
大
半
は
中
小
ト
ラ
ッ
ク
業
者
。
こ

の
ま
ま
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
建
の
メ
ド
が
た

た
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
下
請
け
中
小
業
者
の

う
ち
か
な
り
の
数
が
連
鎖
倒
産
に
追
い
込
ま

れ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
本
誌
で
も
引
き
続
き

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
周
辺
の
動
き
は
ウ
ォ

ッ
チ
し
、
随
時
誌
面
で
報
告
し
て
い
く
予
定

だ
。

ト
ワ
ー
ク
の
業
績
は
大
橋
社
長
が
打
ち
出
し

た
新
機
軸
が
奏
功
し
、
右
肩
上
が
り
で
伸
び

て
い
き
、
八
六
年
に
は
大
証
二
部
上
場
も
果

た
し
た
。

次
第
に
大
橋
社
長
は
業
界
を
担
う
ニ
ュ
ー

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
周
囲
か
ら
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
九
五
年
に
は
自
ら
旗
振
り

役
と
な
っ
て
、
特
積
み
事
業
者
の
任
意
団
体
、

日
本
路
線
ト
ラ
ッ
ク
連
盟
を
発
足
。
初
代
会

長
と
し
て
、
特
積
み
業
界
の
バ
イ
イ
ン
グ
パ

ワ
ー
を
強
化
す
る
目
的
の
タ
イ
ヤ
共
同
購
入

事
業
、
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
防
止
策
の
一

環
で
あ
る
高
速
道
路
上
で
の
安
全
共
同
パ
ト

ロ
ー
ル
事
業
な
ど
を
立
ち
上
げ
た
。

積
極
的
な
海
外
投
資
が
裏
目
に

し
か
し
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
、
そ

し
て
大
橋
社
長
の
快
進
撃
は
長
く
は
続
か
な

か
っ
た
。
創
業
者
の
實
次
氏
が
「
日
本
一
の

会
社
に
し
た
い
」
と
し
て
名
付
け
た
日
本
運

送
の
看
板
を
「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
に
変
え
た
九
〇
年
を
境
に
、
経
営
の
歯

車
が
狂
っ
て
く
る
。

こ
の
年
か
ら
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
は

積
極
的
な
海
外
進
出
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
物
流
企
業
ハ
リ
ー
・
ハ
マ
ハ
ー
・

グ
ル
ー
プ
を
約
一
〇
〇
億
円
で
買
収
。
本
業

以
外
の
海
外
投
資
に
も
積
極
的
で
、
九
〇
年

に
は
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
市
の
名
門
ホ
テ
ル

「
シ
ュ
タ
イ
ゲ
ン
ベ
ル
ガ
ー
」
を
取
得
。
さ
ら

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
賃
貸
ビ
ル
を
購
入
。

韓
国
の
鮮
魚
輸
入
会
社
を
手
に
入
れ
る
な
ど

派
手
な
投
資
を
続
け
た
。

Ｃ
Ｉ
（
企
業
イ
メ
ー
ジ
）
戦
略
の
一
環
と

し
て
、
英
国
の
Ｆ
１
チ
ー
ム
を
買
収
（
八
九

年
）
し
、
九
〇
年
か
ら
レ
ー
ス
に
も
参
戦
。

赤
と
白
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
ラ
ー
の
マ
シ
ン

で
、
日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
鈴
木
亜
久
里
が
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
た
チ
ー
ム
の
メ
ー
ン
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
、
九
四
年
に
撤
退
す
る
ま
で
年

間
に
二
〇
〜
三
〇
億
円
を
注
ぎ
込
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
海
外
投
資
が
裏
目

に
出
た
。
企
業
買
収
等
で
二
五
〇
億
円
、
Ｆ

１
ス
ポ
ン
サ
ー
料
で
一
五
〇
億
円
の
計
四
〇

〇
億
円
に
も
上
る
海
外
投
資
資
金
は
、
主
に

銀
行
か
ら
の
借
入
金
で
賄
っ
て
い
た
。「
当

時
は
含
み
益
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
バ
ブ
ル

崩
壊
で
そ
の
多
く
が
焦
げ
つ
い
た
」（
申
立

代
理
人
の
福
森
亮
二
弁
護
士
）。
そ
の
結
果
、

借
入
金
の
返
済
や
巨
額
の
金
利
負
担
に
追
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

労
働
組
合
の
益
田
委
員
長
は
「
足
腰
の
弱

い
時
期
の
無
理
な
海
外
投
資
が
痛
手
と
な
っ

た
。
特
に
Ｆ
１
チ
ー
ム
支
援
は
大
橋
社
長
の

道
楽
に
す
ぎ
ず
、
納
得
で
き
な
い
投
資
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る
（
囲
み
記
事
参
照
）。

ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
は
難
航

現
在
も
同
社
は
裁
判
所
の
監
督
下
で
営
業

を
継
続
し
て
い
る
。
当
初
は
信
用
不
安
か
ら

取
扱
物
量
が
一
気
に
落
ち
込
む
の
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
申
請
前
の
八

五
％
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
一
方

で
、
大
橋
社
長
を
含
め
た
経
営
陣
は
再
建
に

向
け
た
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
奔
走
し
て
い
る
。

し
か
し
、
申
請
後
の
交
渉
は
難
航
し
て
い
る

よ
う
だ
。

福
森
弁
護
士
は
「（
連
絡
運
輸
で
協
力
す
る

第
一
貨
物
と
「
う
ま
い
も
の
便
」
を
支
援
す

る
ア
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
二
社
の
ほ
か

に
）
外
資
系
企
業
二
社
と
国
内
企
業
二
社
が

支
援
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
」
と
強
調

す
る
。
し
か
し
三
月
一
六
日
現
在
、
正
式
に

支
援
を
名
乗
り
出
た
企
業
は
一
社
も
な
い
。
む

し
ろ
、
入
っ
て
く
る
の
は
「
検
討
し
た
が
、
支

援
を
見
送
っ
た
」
と
い
う
情
報
ば
か
り
だ
。

同
社
の
抱
え
る
複
雑
な
労
使
問
題
が
支
援

者
に
と
っ
て
は
二
の
足
を
踏
ま
せ
る
一
つ
の

要
因
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
運
送
の
時
代
か

ら
同
社
に
は
労
使
紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
。

九
三
年
に
は
会
社
側
の
合
理
化
に
反
対
す
る

ス
ト
ラ
イ
キ
を
指
導
し
た
組
合
幹
部
が
出
勤

停
止
処
分
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
労

使
間
の
対
立
が
先
鋭
化
、
刑
事
事
件
に
ま
で

発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
九
七
年
に

は
当
時
の
労
務
課
長
ら
が
反
体
制
側
の
全
日

本
運
輸
一
般
労
働
組
合
・
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ

“創造物流”を掲げたフットワーク
エクスプレスの大橋渡社長
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運
賃
値
上
げ
の
機
運
高
ま
る

三
重
定
期
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
続
い
た
物

流
企
業
の
大
型
倒
産
は
、
今
後
数
年
の
間
に

起
こ
る
業
界
再
編
劇
の
始
ま
り
に
過
ぎ
な
い
。

今
回
、
本
誌
が
取
材
し
た
業
界
関
係
者
の
ほ

と
ん
ど
が
そ
う
見
て
い
る
。
既
に
第
二
、
第

三
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
兼
ね
な
い
企
業

と
し
て
、
具
体
的
な
社
名
も
い
く
つ
か
挙
が

っ
て
い
る
。「
年
度
末
を
乗
り
切
れ
そ
う
に

な
い
企
業
が
数
社
あ
る
」
と
金
融
機
関
や
信

用
調
査
会
社
も
調
査
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。

一
方
、
市
場
で
は
皮
肉
に
も
今
回
の
倒
産

劇
を
き
っ
か
け
に
運
賃
値
上
げ
の
機
運
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。
長
年
続
い
た
運
賃
水
準
の

下
落
を
反
転
さ
せ
る
に
は
絶
好
の
機
会
と
、

早
く
も
荷
主
企
業
と
の
交
渉
に
臨
む
物
流
企

業
が
出
始
め
て
い
る
。
あ
る
部
品
メ
ー
カ
ー

の
物
流
担
当
者
は
「
三
月
に
数
社
か
ら
運
賃

値
上
げ
の
打
診
が
あ
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

三
月
末
に
一
斉
値
上
げ
に
動
く
こ
と
で
協

定
を
結
ぼ
う
と
い
う
業
者
間
の
談
合
の
噂
も

聞
こ
え
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
そ
う
し

た
動
き
は
あ
っ
た
が
、
必
ず
造
反
者
が
出
て
、

底
の
知
れ
な
い
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
に
明
け
暮

れ
る
の
が
常
だ
っ
た
。
そ
の
繰
り
返
し
で
過

去
一
〇
年
の
間
に
物
流
業
者
は
そ
れ
ま
で
の

蓄
え
の
大
部
分
を
吐
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

も
は
や
後
は
な
い
。
先
延
ば
し
に
し
て
き

た
物
流
市
場
の
構
造
改
革
は
今
年
か
ら
来
年

に
か
け
て
否
応
な
く
進
む
。
大
き
な
転
換
期

が
訪
れ
て
い
る
。

私
が
会
社
側
か
ら
第
一
報
を
受
け
た
の
は
三
日
朝

で
し
た
。
そ
の
日
、
私
は
た
ま
た
ま
九
州
の
自
宅
に

戻
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
朝
早
く
本
社
か
ら
電
話
が

あ
り
、「
全
国
の
支
店
長
や
子
会
社
の
社
長
を
集
め
て

緊
急
経
営
会
議
を
開
く
」
と
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

「
つ
い
に
こ
の
日
が
来
た
か
」
と
直
感
し
ま
し
た
。
す

ぐ
に
身
支
度
し
て
大
阪
に
飛
び
ま
し
た
。

会
議
は
午
後
三
時
に
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
隣
に

座
っ
て
い
た
支
店
長
か
ら
「
ど
う
や
ら
近
日
中
に
民

事
再
生
法
手
続
き
を
申
し
立
て
る
ら
し
い
」
と
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
そ
れ
を

聞
い
て
も
ま
っ
た
く
驚
か
な
か
っ
た
。
遅
か
れ
早
か

れ
こ
う
い
う
事
態
に
陥
る
と
心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
大
橋
社
長
に
は
会
議
の
途
中
、
午

後
四
時
三
〇
分
に
呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
明

日
、
民
事
再
生
手
続
き
を
申
し
立
て
る
が
、
そ
の
後

も
営
業
を
継
続
す
る
の
で
今
ま
で
通
り
協
力
し
て
欲

し
い
」
と
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

労
働
組
合
は
三
年
前
か
ら
計
三
回
の
月
例
給
与
の

カ
ッ
ト
、
そ
し
て
一
時
金
の
五
〇
％
ダ
ウ
ン
提
示
や

分
配
（
一
括
で
は
な
く
、
二
回
に
分
け
て
支
払
う
）

に
も
泣
く
泣
く
応
じ
て
き
ま
し
た
。
債
権
者
説
明
会

で
親
会
社
の
賃
金
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

ん
で
す
。
既
に
親
会
社
で
働
く
社
員
の
賃
金
は
子
会

社
と
同
じ
水
準
に
ま
で
落
ち
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

会
社
の
業
績
に
は
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
経
営
陣
の
責
任
で
す
。
大
橋
社
長

は
再
建
の
メ
ド
が
た
ち
次
第
、
辞
任
す
る
こ
と
を
表

明
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
当
然
の
決
断
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

会
社
が
こ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
っ
た
要
因
は
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
Ｆ
１
チ
ー
ム
の
ス

ポ
ン
サ
ー
料
と
し
て
巨
額
の
資
金
を
投
じ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
だ
い
た
い
一
五
〇
億
円
く
ら
い
注

ぎ
込
ん
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
Ｆ
１
チ
ー
ム
支
援
の

話
が
社
内
で
持
ち
上
が
っ
た
当
時
、
労
働
組
合
は
断

固
と
し
て
こ
の
案
件
に
は
反
対
し
ま
し
た
。
赤
と
白

の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
マ
ー
ク
を
背
負
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
が
サ
ー
キ
ッ
ト
を
ぐ
る
ぐ
る
走
る
と
、
年
間
三
八

億
円
の
広
告
効
果
が
あ
る
と
説
得
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
試
算
は
当
て
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で

す
。
常
に
先
頭
を
走
る
チ
ー
ム
の
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ら

と
も
か
く
、
当
社
が
支
援
し
た
チ
ー
ム
は
は
っ
き
り

言
っ
て
弱
か
っ
た
。
実
際
、
テ
レ
ビ
に
映
る
機
会
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｆ
１
は
明
ら
か
に
大
橋
社
長
の
道
楽
で
す
。
道
楽

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
ど
う
い
う
経
緯
で
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
件
だ
け
は
い
ま
だ
に
腑
に
落

ち
な
い
。
そ
し
て
、
社
長
の
わ
が
ま
ま
を
通
し
た
当

時
の
役
員
た
ち
に
対
し
て
も
憤
り
を
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

バ
ブ
ル
期
に
無
理
な
海
外
展
開
を
行
っ
た
こ
と
も

槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
ド
イ
ツ
の
運

送
会
社
の
買
収
や
海
外
拠
点
の
新
設
な
ど
に
約
二
五

〇
億
円
を
投
じ
ま
し
た
。
国
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
も
ま
ま
な
ら
な
い
時
期
の
無
理
な
海
外
投
資
だ

っ
た
、
と
非
難
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
こ
の
戦
略

だ
け
は
今
で
も
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
損

失
を
計
上
し
、
多
額
の
負
債
を
背
負
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
も
し
あ
の
ま
ま
好
景
気
が
続
い
て
い
た

ら
、
今
頃
は
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
や
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
よ
う
な
グ

ロ
ー
バ
ル
物
流
企
業
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
成
長
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た
。

私
個
人
と
し
て
は
、
会
社
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ

の
は
大
橋
社
長
の
側
近
た
ち
、
つ
ま
り
取
締
役
ク
ラ

ス
が
「
イ
エ
ス
マ
ン
」
ば
か
り
で
、
社
長
の
暴
走
を

止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
の
要
因
だ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
社
長
に
反
対
意
見
を
進
言
す
る
幹

部
が
全
く
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
骨
の
あ
る
人
ほ
ど
、
こ
と
ご
と
く
排
除
さ
れ

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
労
働
組
合

益
田
利
幸
　
中
央
執
行
委
員
長

「
無
能
な
役
員
が
オ
ー
ナ
ー
の
暴
走
を
許
し
た
」

《
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
》

て
き
ま
し
た
。

子
会
社
に
飛

ば
さ
れ
た
人
、

泣
く
泣
く
退

社
し
た
人
を

た
く
さ
ん
見

て
い
ま
す
。

残
っ
た
の
は

社
長
の
息
が

掛
か
っ
た
人

ば
か
り
。
オ

ー
ナ
ー
企
業

に
あ
り
が
ち
な
ワ
ン
マ
ン
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
こ
そ

が
諸
悪
の
根
源
で
し
た
。

先
代
の
大
橋
實
次
社
長
は
現
場
を
本
当
に
大
事
に

し
て
く
れ
る
経
営
者
で
し
た
。
東
京
や
福
岡
に
出
張

す
る
際
は
新
幹
線
や
飛
行
機
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ

車
を
使
っ
て
移
動
し
、
車
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て

す
れ
違
う
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
安
全
運
転

で
頑
張
れ
よ
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
眠
気
防
止
に
ガ
ム
を
配
っ
て
く
れ
る
よ

う
な
人
で
し
た
。
そ
し
て
、
二
代
目
の
大
橋
渡
社
長

も
先
代
と
同
じ
く
ら
い
現
場
を
大
切
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
の
は
昔
に
比
べ
現
場
の
声

が
社
長
に
届
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

臭
い
も
の
に
は
蓋
を
す
る
。
余
計
な
こ
と
は
社
長
に

耳
に
は
入
れ
な
い
。
い
つ
の
間
に
か
、
そ
ん
な
組
織

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

当
社
は
四
日
以
降
も
通
常
通
り
営
業
を
続
け
て
い

ま
す
。
本
来
な
ら
ば
、
意
気
消
沈
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
逆
に
現
場
の
団
結
力
は
増
し
て
い
ま
す
。
六
日

に
は
全
日
本
運
輸
産
業
労
働
組
合
連
合
会
（
運
輸
労

連
）
に
今
回
の
事
態
を
報
告
す
る
と
同
時
に
、「
当
社

の
得
意
先
が
草
刈
り
場
に
な
ら
な
い
よ
う
関
係
各
社

に
ご
配
慮
頂
き
た
い
」
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。
幸
い
、

お
得
意
様
は
「
こ
れ
か
ら
も
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
願

い
す
る
か
ら
、
頑
張
れ
よ
」
と
温
か
い
声
を
掛
け
て

下
さ
る
。
こ
れ
以
上
、
お
客
様
の
期
待
を
裏
切
り
た

く
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
一
日
も
早
く
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
が
決
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。（
談
）

労組はF1チーム支援に断固反対したが‥‥


